






























































(a) facilities-locating problem. 
n個の departments及びそれが配置されるべき一定の敷地が与えられてい
る。 n×n行列 i:yui！即ち department iとjの間で生産物を移動させるため
に必要な単位距離当り輸送コストが与えられるとき問題は目的函数（総輸送費
用〉
f＝ーさ工：i I.;j Yi Li 
をできるだけ小にすることである。但し luは n×1行列 J.lu 1.の要素で dep-
artment iから jまでの距離を示す。 departmentが聞置されるべき location
が点として最初から与えられている代りに各 departmentが必要とする面積 Si
(I.: i Si＝敷地総面積〉が与えられている場合には Liは各 departmentの「中
心距離」を示す。




20 上の locationpatternに含まれる各departmentを同じ locationpattern 
に含まれる他の departmentsのーっと位置交換したときの costsavingを評価
する。







cost savingをもっpatternを見出すと言う， subgoalをもっ subproblemに変
えこの subproblemを（同ーの algorithm(2つを用いて〉繰返しとくことに
よって originalproblemを解こうとするものである。
( b ) warehouses-locating problem 



















Kuehn and Hamburger [13］はこの問題をとくために次のような heuristic
programmingを構成した。
10 倉庫が設置される場所における demand(local demand）だけを考慮し
















f =ai1i2十ai2ia＋……＋aini 1 
をできるだけ小にするように acyclicalpermutation (i 1 i2・ ・ …in）を選択する
ことである。
Karg and Thom伊on〔11] はこの問題をとくために次のような heuristic
programmingを構成した。
10ムlengthkの！｜頂列 (i1i2"""i:,) (2三五k<n）を設定し残りの都市から
任意の都市hを選ぶ。 （最初はk= 2) 
20 hを 10における順列の各要素聞に挿入することによってえられるk個
の順列の中から最小の旅行距離をもつものを選立。
30 以下k=nとなるまで 10と 20の過程を繰返す。 (lo～30を code1 
止呼ぶ〉




50 この subproblemsの各々に対して code1 を適用する。くこれは subs-

















Are all subproblems exa回ined?
no 
substage 1 "' yes 
output 
substage 2' 
















Logic Theorist (Newell, Shaw and Simon [16] ）を始めこの種の prog
rammingは色々な問題について作成され GeneralProblem Solver (Simon 
[19］〕等の形でその一般化が進められてきた。ここでは我々は最近における
~{)ii] として Simon and Kotovsky〔21］の研究を検討しよう。













( a ) Pattern Generator 




10 同ーの文字が一定の cycleをなしておこっているか？ さもなければ
2° alphabet （まよは逆 alphabet)/I頂で文字が一定の cycleをなしておこっ
ているか？ さもなければ（例題では yes)
3° sequenceが一定の cycleで interruptされているか？
40 10～30のいずれかの過程で見出された basiccycleの内部及び各 cycle
の同一位置の symbolに対して再び 10～30を適用せよ。




M;(i =l, 2，…）＝letter variable 
N(Mi)=replace Mi by the next letter 
E(Mi, Mi)=set Mi equal to Mi 
この符号で例題の sequenceは次のような patterndescriptionにかえられる。
{ initialization M1叫 Balph: p 
iteration M1, N(M1), M1, N(M1), M1, N(M2), E〔M1,M2)
( b) Sequence Generator 




















con白 ptformationは本質的に learningprocessである。ここで learning
とは「systemが問ーの刺戟を継続的に与えられるときそれに対する反応を継




ところで Simonand Kotovskyによると彼等の研究は「人聞は単純な letter
sequenceの諸関連を検討しその patterndescriptionを記録することを可能に

















































門として I• E部門（industrialengineering department）を持っている。製
造部門の formalorganizationは manufacturingvice presidentー くplantsup-
ervisor )-foreman( 5 ）であり販売部門のそれはgeneralsales manager-district 
manager ( 7 ) -salesman 併のである。最高意思決定機関である executive
committeeは manufacturinξvicepresident. general sales manager及び co-
ntrollerによって形成される。
企業の各メンノく｛は各々の部署において意思決定を行なうがここでは exec-
utive committeeの意思決定過程即ち over-allcompany plan作成過程を中心
にして検討しよう。それは第2図に示されている如くである。即ち計画は各
quarterの最終月に次の quarterにわたって行なわれるのであるがその際先ず
(1) 生産物単位当りコストの予測値（F・C)= normal operationにおける








もし E•P 三 G ・ P ならば計画は完7するがもし E ・ P<G ・ P であるなら
















vice presldent and 
supervfsor ' 
die ti＜。nary
I P ; index of pressure 
CSQ ; company-wide sales 
quota 
DSQ . district sales quota 
SSQ ; salesman sales quota 
SC : standard costs 
TS ; ti'me spent iI direct 
'. supervlSlon 
-'.?4!iー









る indexof pressureは主として，（1）彼の過去の業績と彼に与えられた stan-
dard (sales quaotaまたは standardcost）との比較及び（2）上部組織から伝播
帥
された＂ indexof pressure”の両者に依存して決定される。その様子は第3図
に示されてい。例えば company-wideindex of pressure”は代company-wide
sales quota”（販売額予測値×1.1）とともに generalsales managerの index
of pressureを決定する。後者は代districtsales quota”とともに districtsales 
managerの indexof pressureを決定する。そしてそれは最後に salesmanに
対する salesquotaとともに彼の indexof pressureを決定するわけである。























り高度な rulesを指示することである。（Marchand Simon 〔14］はこれを，
procedural planningに対して substantiveplanning と呼んだ。〉しかもこれ




















































ここで A=level of aspiration : R =expected value of reward : L =search 
rate: D =d/dt演算因子 αt3roa b cはそれそやれ非負のパラメータである。
この方程式体系の未知数はAR Lである。
さて（2）式を（3）式に代入してLを消去すると











a=oであるならば（5）式は原点を通る 45° 線となるがこの場合でも March-S
imonの均衝点は存在する。さて「計画期間」を企業が一定の計画に従い行動
する期聞を定義する。また「計画決定期間」を計画期間に先立ちそれに対応す


















I DA＝αCR-A〕if R<A 
(1）’〈


























るためには単に初期の 1evel of aspirationのみならず初期の expectedvalue 
of rewardもまた March-Simonの吻衡値より大でなければならない。さもな
ければこの収数は起らず searchrate （従って indexof pressure）はより低い
水準で決定されるかもしれない。」


























ることになるであろう。 ぐJune, 1964) 
附註
(1) 問題のこの区別は Simon〔20J の“programmeddecision”と“nonprogrammedde 
cision＇’に対応する。一般に問題がこのように異った性質をもつものであることは多
くの論者が認めている。これについては菅原〔27〕をみよ。 しかし現在の behavioral































ものを選ぶには 3×10114年かかるであろう。」 Clarksonand S加on〔5〕
(6）最初から locationが与えられている場合には問題の完全な数式他が dummyvaria-








T (ab)= L:J laj yaj + L:J lbj ybjー labyab 
で与えられる。 (a b）の locationを交換したときのそれを Tc加〉とすると，
Tc凶J=L::Jlaj ybj+I;J lbj yaj+lab yab 
である。それ故交換によって生ずる cost坦vingムTcab〕は
!':,. TcabJ=TcabJ-Tcba) 
=L::1(1ajー lbj)(yaj-ybj)-2lab yab 




る。 ζの場合に問題が意味をもつためには dij及び ejkをそれぞれ工場 iから倉庫
設置場所j及び倉庫設置場所Jから消費地kまでの距離として， Aij/dij<Bjk/ejkが
成立しなければならない。










h→iJ*. iJ→ij+1 ( j = j本 H・H・k)
以上が過程 2。における algorithmである。 Kargand Thomp回n〔11〕では本質的で
ないミスがあるから念のため。
(1) Convex subproblemは次のようにして決定される。 （詳細は Kargand Thompson 
〔11〕をみよ。）
(i) diameter cityを選べ。全都市の位置関係を図示したとき， 「中心」から最も離れ
ている市が diametercityである。
(iD rにおいて設定された順列を（i1・・id . ・in) (id=diamieter city）とすると距離





白2）すでに Tonge 〔24〕は line~balancing problemについて，興味ある heuristicpr<ト








このような languageの基本的な processには符合を書くもしくは形成する pr田e民符
合を模写する pro町田， リストにおいて一定の符合の次に来る符合を発見する proce日
がある。更に符合をリストに加える pro町民符合をリストから除く precess，リスト
及びリストの構造を修正する pr仁氏出が存在する。」（Simonand Kctuvsl《y〔21〕）。








効率を増すことである。この後者の＇ learningproce路は conceptformationの precess
とみなされることもできる。我々は現在LTに新しい種類の learningを組入れるため
に若干の活働を行っている最中である……」 NewellShaw and Simon〔16〕
側 levelof aspirationは成功の utility と失敗の ut山tyとの間に大ぎな差異があるた
めに人間の ut山tyが彼が達成すると期待するある一定水準において飛躍的に変化す
る事実を示すものである。このこと及び levelof aspirationが必ずしも satisficing
hypothesisを前提としないことについては Starbuck〔22〕をみよ。








（闘 この d町 ision-rnakingprocessは本来，非数量変数を含んでおりまたたとえ，全変数
が数量イじされたとしても体系は nonlinearな方程式を含まねばならない。しかし Ma










白骨 Boniniの企業は profitgoalと言う単一の goal しかもっていない。しかし今日の
大企業が少なくとも profitだけを追求しているかどうか疑わしい。 （これについて
は Baumolロコ・ Penrose 〔26〕Williamson〔25〕Marris〔15JKoplin〔12J 等を参
照せよ。）実際 Boniniの企業が profit-maximizationを行わずに profitの satisfa-
ction levelに到達することを目的としているのはこのととが考慮された上でのことだ
ろう。しかし，それにもかかわらずこの点では， profit goal の他に inventoryand 
production goalと泊lcsgoalを設定した Cyertand March〔7〕の generalmodelの
万がより現実的と言えよう。 Boniniではなるほど， targetle＼ァelof productionや田les
quota等の概念が存在するがこれらはいずれも εxec山 vecommitteeによって決意さ
れるものではないか，または profitgoalを達成するための A手段にすぎない。。l) Boniniでは実際はこの過程は二つのラウンドに分れる。 ABの reexaminationが行
われるのは第二ラウンドにおいてである。なお回lesの価格強力性はマイナス 2.4で
あると，予想されると仮定されている。
（ゆ index of pre田ureはこれら各要閃の we出itedaverage として数量化されている。


















凶 Cyert-Marchmodelにも indexof pre出ureに似た概念が挿入されているがそれは
意思決定過程においていかに slackが室変化するかを示すために用いられたのみでp こ
の slackの変化がどのように企業の意思決定過程に影響するかを示していない。
帥 Harberstroh〔めは実証研究にもとずいて integratεdsteelプラントの路島tygoal 
がいかなる controlsystemを経て現実の performance(iniury rate）となって現われ
るかを示すモデルを提示した。それは，与えられた injuryrateを一定の ruleに従っ











困難である。実際たとえば Clarksor】andSimon (:3〕のように類型2を取扱う heuri
stic programmingを normativetheoryに分類しながら同様に人閉または組織の pro-
blem-solving processの分析からえられる類型3のそれを descriptivetheoryに分類す













それが Bonini〔3〕の indexof pressureとほぼ等しい概念として取扱うであろう。
倒第四図から明らかなように均衡点Pが存在するためには S>Oでなければならな
い。このことは expectedvalue of rewardの水準が大であるほどそれを車齢寺するため
にはより大きな・searchrate （または indexof pressuce）が必要とされることを意味す
る。
~） March-Simon modelは本来意思決定過程のモデルとみなすべきであろう。何故なら
そこでは expectedvalue of rewardのみが取扱われ， その realizedvalueは考慮され
ていないからである。また意思決定モデノレでないならば殊更 modelの安定性を云々
する必要はなかったわけである。しかし他方ではこのことは彼等が満足度 CR-A)
に依存しない自働的な levelof aspirationの上昇（ a）を考えたことによって不明確
になっている。実際意思決定過程においてa>Oであることは“satisficinghy伊thesis”











る。 ζれは Boninimodelにおいて下部組織の d即時ion-makersが彼等の！ndexof 
pressureを「E常な値」に維持するように試みたことに対応する。
制今計画決定期間の初期値を R<tl及ぴ A＜のその最終的計画値を RctJ, Actlとす
る。 前計画決定期間のそれらを R〔トD・ Act-1), Reト1J, A<t Dで示す。我々が問
題にしている「長期的な」意味で MarchSimon均衡点が達成されるための必要十分
条件は A＜ト1;<Acのである。 ζれが成立するための必要条件は Acむ n<Acめである
が， ζのときでももし Rctl<Rct-1〕ならば Act-D>Acめとなりうることがある。そ
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